
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 地域コミュニティ支援事業 2 2

02 公有財産管理運営事業 1 1

03 町民活動創出支援事業 1 1

04 空家等対策推進事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 地域コミュニティの醸成支援 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

達成状況に関する分析

　毎年異なる対象者にアンケートを実施しており、KPIの値の変化を追うことはできない
が、目標達成には至っていない。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

　KPIが達成（改善）されておらず、有効とは言えない。

0.50以上

施策主管部長 政策担当部長

重要業績評価指標
（KPI）について

地域コミュニティに対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 R1 目標値

0.19
0.20

H29ｱﾝｹｰﾄ

0.13

H30ｱﾝｹｰﾄ

0.13

H31ｱﾝｹｰﾄ

0.25

R2ｱﾝｹｰﾄ

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

地区長連絡協議会において、持続可能な地域づくりを目指し、各地区の実情の洗い出しを
行い、一覧に取りまとめた。
一色小学校区地域再生協議会において全町的なHPを立ち上げた。

課　題

①持続可能な地域となるべく、組織や事業のスクラップ&ビルドが必要となる。
②再生協議会の自立運営に向け、事業の精査が必要となる。また空き家対策部会について
は、町担当課との連携が求められる。
改善点（課題番号に対応）

①地区長研究会がコロナ禍で現状開催ができていないが、今後議論を進める。
②新たに拡大部会長会議を組織し、今後の方向性について議論を進める。

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（令和元年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

地域コミュニティの醸成支援

プロジェクト担当課長 地域政策課長
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

事業効果について

　施策「地域コミュニティの醸成支援」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前
より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに
力強く推進する必要がある。
　各地区の実情把握や一色小学校区地域再生協議会の活動など、取り組みが前進している
ことは評価ができる。
　今後、各地区の実施結果を踏まえ、優先度や重要度を加味しながら、活用に向け次の段
階へと移行していくことが重要である。
　一色小学校区地域再生協議会の活動の幅は広がっているが、より良い活動につなげるた
めに、今後、地区と行政との横断的な連携を強化する必要がある。また、協議会の取り組
みが、地域への関心の高まりや、他の地域・町民の活発な活動へと波及するような展開に
なることが望ましい。これには広報活動も欠かせないと考えられる。
　様々な地域コミュニティが形成される中で、地域コミュティに対する考え方や活動を上
手く連携させながら、地域コミュニティの意識醸成を図り、今後の持続可能な地域づくり
に取り組まれることを期待する。
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